
 
｢

女
性
の
力
を
結
集
し
て
、
何
と
し
て
も
安

倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
、
新
潟
県
政
を
変
え

よ
う｣

と
、
10
月
13
日
午
後
、
市
内
で
女
性

の
つ
ど
い
が
開
か
れ
、
50
人
以
上
の
女
性
が

集
ま
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
つ
ど
い
で
は
、
橋
爪
の
り
か
ず
議
員

団
長
と
上
野
公
悦
幹
事
長(

党
上
越
地
区
委
員

長)

が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。 

 

最
初
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
上
野
議
員

は
、｢

安
倍
政
権
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
な
ど
、
日
本
国
憲
法
を
壊

し
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
に
ひ
た
走
っ
て

い
る｣｢

原
発
の
再
稼
働
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
積
極
的

推
進
、
消
費
税
の
10
％
へ
の
再
増
税
な
ど
、

国
民
の
願
い
に
逆
行
す
る
政
治
を
次
か
ら
次

へ
と
強
行
し
て
い
る
。
来
年
の
い
っ
せ
い
地

方
選
挙
は
、
こ
う
し
た
危
険
き
わ
ま
り
な
い

安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
る
た
め
の
大
き
な

政
治
戦
と
な
る
。
と
り
わ
け
、
県
議
会
議
員

選
挙
は
、
柏
崎
刈
羽
の
原
発
再
稼
働
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
、
原
発
ゼ
ロ
の
方
向
へ
政
治
を

動
か
す
大
き
な
た
た
か
い
だ
。
何
と
し
て
も

皆
さ
ん
の
大
き
な
力
で
、
県
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
県
政
に
変
え
て
ほ
し
い｣

と

訴
え
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
橋
爪
の
り
か

ず
議
員
団
長
は
、｢

新
潟
県
予
算
の
う
ち
、
福

祉
予
算
の
割
合
は
全
国
最
下
位
。
逆
に
土
木

予
算
は
高
位
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
医
師

数
は
全
国
で
42
番
目
と
き
わ
め
て
少
な
い
。

県
民
の
福
祉
・
医
療
の
充
実
は
極
め
て
重
要

な
県
政
課
題
だ
。
国
の
原
発
再
稼
働
の
動
き

に
対
し
て
知
事
は
『
原
発
事
故
の
原
因
究
明

が
さ
れ
な
い
う
ち
は
再
稼
働
の
議
論
は
し
な

い
』
と
し
て
い
る
が
、
県
議
会
第
１
党
の
自

民
党
か
ら
大
き
な
圧
力
を
か
け
ら
れ
て
い

る
。
『
原
発
ノ
ー
』
の
勢
力
を
伸
ば
せ
ば
、

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
を
止
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
何
と
し
て
も
、
力
を
貸
し
て
ほ
し

い｣

と
、
力
を
込
め
て
訴
え
ま
し
た
。 

 

集
会
の
後
、
橋
爪
の
り
か
ず
議
員
団
長
と

上
野
こ
う
え
つ
幹
事
長
は
、
市
内
目
抜
き
通

り
で
、
つ
ど
い
に
参
加
し
た
女
性
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、｢

暮
ら
し
破
壊
の
安
倍
政
権
の
暴

走
を
止
め
、
県
政
を
変
え
よ
う
」
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
訴
え
ま
し
た
。 

 

 厚生産業会館の建設費の大幅増額

について、市民の間で大きな反響が

広がっています。 

 当初計画の建設費は約18億円でし

たが、基本設計では10億円以上も上

回る建設費が提示されたことから、

議会で大きな問題となっています。 

 ｢来年度から普通交付税が段階的に

縮小され、大変厳しい財政となる｣と

して、市民には行財政改革の必要性

が強調され、公の施設の統廃合や市

民サービスの後退、使用料や諸手数

料の見直しなど、緊縮財政が強調さ

れています。そうした中での厚生産

業会館の大幅な建設費増額だけに、

市民の間からも｢おかしい｣という声

が高まり、｢計画の是非を含めて市民

の声を改めて聞いてほしい｣という声

が広がっています。 

 ９月議会では、日本共産党議員団

の平良木哲也議員の質問に対して、

市長は｢利用者でない人の意見をどう

やって聞くのか教えてほしい｣という

逆質問(議長は議会初の｢反問権｣とし

て取り扱い)をしましたが、その際、

日本共産党議員団として、６万世帯

の市民アンケートを行うことを明ら

かにしました。 

 日本共産党議員団では、早速６万

世帯分のアンケートを準備し、市民

の享禄を得ながら配布活動を開始し

ましたが、さっそくたくさんの市民

から歓迎の声が寄せられています。 

 アンケート用紙の配布は、10月末

までに完了するよう頑張っ

ています。しかし、世帯数

が多い上に多額の費用を要

することから、市民の皆さ

んに配布ボランティアと募

金を呼びかけています。ご

協力をお願いいたします。 

 
 
 

№４３１ ２０１４年１０月１９日  
 

連絡先      

 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
 平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

多くの市民が協力･････頸城区上野議員宅に集まっての作業風景 

 挨拶する上野議員        ｢県政変えよう｣と訴えるはしづめ議員 

女性後援会員のパフォーマンスの中で街頭演説する橋爪議員 


